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「
大
雪
像
前
で
披
露
さ
れ
た
只
見
の
空
」

　
大
雪
像
ガ
ル
ニ
エ
宮
の
前
で
、
大
勢
の
来
場
者
に

「
只
見
の
空
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
子
ど
も

た
ち
の
ダ
ン
ス
と
目
黒
誠
也
さ
ん
の
歌
声
が
、
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
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只
見
町
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
第
51

回
只
見
ふ
る
さ
と
の
雪
ま
つ
り
」が
、

２
月
10
日
、
11
日
（
９
日
：
前
夜
祭
）

に
只
見
線
広
場
で
開
催
さ
れ
、
延
べ

２
９
，０
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
大
雪
像
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
イ
ヤ
ー
を
記
念
し
、
開
催
地
で
あ

る
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
に
あ
る
ガ
ル
ニ

エ
宮
（
オ
ペ
ラ
座
）
を
作
製
し
ま
し

た
。
暖
冬
の
影
響
に
よ
り
規
模
は
縮

小
し
た
も
の
の
、
作
製
に
は
10
ト
ン

ダ
ン
プ
で
約
４
０
０
台
分
の
雪
が
運

ば
れ
、
約
１
か
月
か
け
て
作
ら
れ
ま

し
た
。
完
成
し
た
大
雪
像
は
、
９
日

朝
に
引
き
渡
し
式
が
行
わ
れ
、
永
洸

建
設
株
式
会
社
か
ら
雪
ま
つ
り
実
行

委
員
会
に
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
大
雪
像
は
前
夜
祭
を
含
む
３
日

間
と
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
が
映
さ
れ
、
来
場
者
を
魅
了
し

ま
し
た
。

大
雪
像
は
ガ
ル
ニ
エ
宮
！

来
場
者
２
９
，０
０
０
人
で
大
盛
況
！

大
盛
況
に
終
え
た
雪
ま
つ
り

昨
年
を
超
え
る
来
場
者
！

第
51
回

▲プロジェクションマッピングの前半では、華やかなガルニエ宮が投影されました

只
見
ふ
る
さ
と
の
雪
ま
つ
り

只
見
ふ
る
さ
と
の
雪
ま
つ
り
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会
場
内
に
は
、
町
内
小
中
学
生
や

高
校
生
、
商
工
会
青
年
部
の
皆
さ
ん

な
ど
が
、
雪
像
や
か
ま
く
ら
、
滑
り

台
を
作
製
し
、
来
場
者
を
出
迎
え
ま

し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
只
見
町
出
身
の

大
竹
涼
華
さ
ん
や
只
見
町
ふ
る
さ
と

大
使
を
務
め
る
宏
菜
さ
ん
の
ラ
イ
ブ

ス
テ
ー
ジ
や
人
気
も
の
ま
ね
芸
人
と

お
笑
い
芸
人
に
よ
る
爆
笑
ラ
イ
ブ
、

地
元
団
体
の
伝
統
芸
能
発
表
な
ど
が

行
わ
れ
、
会
場
に
賑
わ
い
が
響
き
渡

り
ま
し
た
。

　

ゆ
き
ん
こ
市
に
は
19
団
体（
組
）が

出
店
し
ま
し
た
。「
味
付
け
マ
ト
ン

ケ
バ
ブ
」
や
「
い
わ
な
の
唐
揚
げ
」、

「
手
打
ち
そ
ば
」
な
ど
地
元
食
材
を

使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
他
、
や
き
と

り
や
い
ち
ご
飴
な
ど
の
定
番
メ
ニ
ュ

ー
が
並
び
、
来
場
者
の
お
腹
を
満
た

し
ま
し
た
。
お
食
事
の
他
に
も
、
つ

る
細
工
な
ど
伝
統
工
芸
や
民
芸
品
の

販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ふ

る
さ
と
交
流
都
市
の
柏
市
や
八
十
里

越
街
道
の
交
流
が
あ
る
三
条
市
か
ら

も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

登
録
10
周
年
を
記
念
し
た
特
別
ブ
ー

ス
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
受
付
ブ
ー
ス
で
は
、

利
き
酒
の
振
る
舞
い
な
ど
で
来
場
者

を
お
出
迎
え
し
ま
し
た
。

▲会場内にはふるさと大使と町民の交流スペースも設置されました▲町内企業や有志の方などがゆきんこ市を盛り上げました

3



　

１
日
目
は
、
鏡
開
き
で
開
会
の

お
祝
い
を
し
た
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
お

か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」
の
「
ブ

ン
バ
・
ボ
ー
ン
」
の
作
詞
・
振
り

付
け
な
ど
で
知
ら
れ
る
た
に
ぞ
う

（
谷
口
國
博
）さ
ん
に
よ
る
作
詞
作

曲
の
「
只
見
の
空
」
の
ダ
ン
ス
披

露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
後

に
は
、
梁
取
太
々
神
楽
が
行
わ
れ
、

続
い
て
町
内
の
芸
能
団
体
に
よ
る

芸
能
発
表
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ラ

イ
ブ
が
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

夜
に
は
厄
払
い
の
儀
や
お
ん
べ
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

が
行
わ
れ
た
他
、
只
見
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
登
録
10
周
年
を
記
念

し
た
祈
願
花
火
が
会
場
を
彩
り
ま

し
た
。

1日目
First day

鏡開きで雪まつりの開催をお祝いしました

雪まつりに来場された
ふるさと交流都市柏市の太田市長

美しい舞を披露した　只見つくし会、瞳の会、はぎの会

只見町出身のシンガーソング
ライター大竹涼華さん

只見町ふるさと大使を務める
シンガーソングライター宏菜さん

モノマネで会場の心を鷲づかみ
にした沙羅＆たむたむ

会場に笑いの渦を巻き
起こした土佐兄弟 厄男衆による福餅まき

美しい歌声を響かせたコーラスフルール

毎年開会式で披露されている
梁取地区の伝統芸能　梁取太々神楽
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２
日
目
は
、「
仮
面
ラ
イ

ダ
ー
ガ
ッ
チ
ャ
ー
ド
シ
ョ
ー
」

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
多
く
の

子
ど
も
が
ス
テ
ー
ジ
前
に
集

ま
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
郷
土
芸

能
発
表
で
は
、
小
林
早
乙
女

踊
り
保
存
会
に
よ
る
「
小
林

早
乙
女
踊
り
」
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
東
京
大
衆

歌
謡
楽
団
に
よ
る
ラ
イ
ブ
シ

ョ
ー
が
行
わ
れ
、
昭
和
の
懐

か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
令
和

の
雪
ま
つ
り
会
場
に
響
き
渡

り
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
グ
ル
メ
イ
ン
フ

ル
エ
ン
サ
ー
の
フ
ォ
ー
リ
ン

デ
ブ
は
っ
し
ー
氏
を
審
査
員

に
迎
え
、
お
む
す
び
グ
ラ
ン

プ
リ
が
開
か
れ
、
町
民
か
ら

募
集
し
た
只
見
町
産
の
食
材

を
使
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
お

む
す
び
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

2日目
Second day

イベントを心待ちにする来場者

ショーの終了後には
仮面ライダーガッチャードと
グータッチ会が行われました

小林早乙女保存会による小林早乙女踊り

懐かしの名曲で来場者の心を温めた東京大衆歌謡楽団

天領只見仙嶽太鼓とアフターファイブ
両日とも
ステージを盛り上げた
あっけらかん

おむすびグランプリの
審査員を務めた
フォーリンデブはっしー

　

夜
は
、
天
領
只
見
仙

嶽
太
鼓
の
皆
さ
ん
と
ア

フ
タ
ー
フ
ァ
イ
ブ
に
よ

る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
琉
球

が
披
露
さ
れ
、
力
強
い

演
奏
と
舞
踊
に
来
場
者

は
息
を
呑
み
ま
し
た
。
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只見ふるさとの雪まつり in 永楽台 開催!
　「只見ふるさとの雪まつり in 永楽台」が、ふるさと交流都市千葉県柏市の永楽台近隣公園で
２月１７日に開催されました。これは、永楽台地域と只見町のふるさと交流４０周年と柏市制
施行７０周年を記念し開かれました。
　会場には只見町から運び込まれた雪で、ソリ乗り場と雪山を模したかまくらが作製され、約
７００人が来場し、雪遊びを楽しみました。

▲雪山に登る子どもたち▲ソリ遊びをする子ども

大雪像の作成に携わられた皆さん

雪まつりの開会式は晴天に恵まれ、多くの人が来場されました

薪をどれだけ高く積み上げるかを競う
新イベント「ファイヤーウッドタワー」

前夜祭のカラオケ大会は小学生も参加しました

伝統文化「火の用心」も飾られました

長蛇の列ができる人気イベント「雪玉ストラックアウト」

ゲリラパフォーマンスで来場者を楽しませるあっけらかん

雪の滑り台で
遊ぶ子どもたち

開会式でお披露目された
Ｊ-ＰＯＷＥＲのマスコット
キャラ 「ナームりん」
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ご来場いただいた皆様、
　ご協力いただいた皆様、
　　ありがとうございました！
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　令和５年度「自然首都・只見」学術
調査研究成果発表会が1月28日に只
見公民館で開催され、町の助成を受け
て調査研究を行った５グループの研究
者がその成果を発表しました。町内外
から43人の聴講者が集まり、発表後
は、活発な質疑応答も行われました。
各調査研究の概要を紹介します。

令和5年度「自然首都・只見」
学術調査研究成果発表会

▲ 石井 康人氏 ▲深野直孝氏、村上弘章氏、
　片山知史氏

▲ 大橋 慎太郎氏▲ 森口喜成氏 ▲鈴木海都氏（オンライン）

▲ 満席の会場の様子

▲右巻き（A）と左巻き（B）のカタツムリ 

調査研究の背景と目的
　只見地域にはアイヅマイマイとよばれる右巻きのカタツ
ムリが生息することが知られていますが、これまでほとん
ど研究がなされておらず、近縁な種や由来などが明らかに
されていませんでした。また、只見町にどのようなカタツ
ムリの仲間（ナメクジなどを含む）が生息しているのかも
あまり調査されていませんでした。そこで、只見町に生息

令和5年度「自然首都・只見」
学術調査研究成果発表会

� 石井 康人（東北大学理学部）

「モザイク植生は動物進化のゆりかご：
� 只見町の陸産貝類を例として」

するカタツムリの種類を調査するとともに、アイヅマイマイの進化的起源について調べました。

わかったこと
　本調査で約10種のカタツムリが確認されました。このうち、ハナタテヤマナメクジとオオコウラナ
メクジの2種は、福島県西部で初記録でした。
　ほかの地域では確認されていないナメクジが確認されたことから、只見町は独自のカタツムリの種構
成を有すると考えられます。特に、オオコウラナメクジは全国的にも希少な種であることから、貴重な
記録です。
　遺伝子解析の結果、アイヅマイマイは福島県東部ではなく、新潟県の集団に近縁であることがわかり
ました。さらに詳細な遺伝子解析の結果から右巻きが左巻きから出現した年代は現在の日本列島が形成
される以前の約3500万年前と推定されました。当時の環境などの条件がどのようにこの進化に関わ
ったのかの詳細は今後の課題です。
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調査研究の背景と目的
　アブラチャンは緑の果実をつけるクロモジ属の落葉低木ですが、只見では赤い果実をつけるアカミノ
アブラチャンが発見され、町の天然記念物に指定されています。本研究では、アカミノアブラチャンの
遺伝的特徴の解明と増殖方法の検討を目的としました。

わかったこと
　アカミノアブラチャンの増殖方法について、6月と7月に挿し木と取り木の二種類の方法を検討しま
した。挿し木処理は、発根させるための環境を整えることに多大な労力を要し、増殖方法として現実的
でないと考えました。取り木処理は、枝の樹皮を環状に剥ぎ取り、十分に湿らせた赤玉土あるいは水苔
で包み、ビニール袋で密閉した後、アルミホイルで覆って固定しました。この方法では、6月に処理さ
れた枝の全てで発根しました。
　唱平の４株（天然記念物指定）とふるさ
と館田子倉の横庭の４株の合計８株のアカ
ミノアブラチャンのクローンチェックを行
いました。その結果、８株とも異なる遺伝
子を示しました。今後は、アカミノアブラ
チャンの遺伝的特徴をさらに明らかにして
いきたいと考えます。

調査研究の背景と目的
　土壌や河川などの環境中には、そこに生息する生物のフンや体液などに由来するＤＮＡ（生物の設計
図）が存在しています。これを環境ＤＮＡといいます。環境ＤＮＡを調べることで、その場所にどのよ
うな生物が生息しているかを知ることができます。
　只見町の魚類を保全するには、どこにどのような種が分布しているのか、正確に把握する必要があり
ます。これを明らかにするために、只見川と伊南川、その支流（田子倉湖より上流は除く）で環境ＤＮ
Ａ調査を行いました。

わかったこと

� 森口 喜成、數間 るび（新潟大学）

� 深野 直孝、村上 弘章、片山 知史（東北大院農）
� 春本 宜範 （アクアマリンふくしま）

「只見町指定天然記念物アカミノアブラチャンの
� 遺伝的特徴と増殖方法」

「『只見町のどこに・どのような魚がいるのか？』を
� 環境ＤＮＡで読み解く」

▲調査地点と検出種数 

　全2４地点から35種の魚類のＤＮＡが検出されました。また、支流よ
りも本流で検出種数が多い傾向がありました。検出された地点はイワナ属
が最多で、調査を行った全地点で検出されました。イワナ属は只見町を代
表する魚種であり、今後、より詳しい分布や生態研究の必要があると思わ
れます。
　また、オオクチバスやブルーギルといった国外外来種が検出されません
でしたが、日本の他の地域から移入した種は13種で全体の約半数と多
く、これ以上国内移入種を増やさない努力が必要です。一方で、ホトケド
ジョウ、キタドジョウ、アカザといった希少種が多く検出されました。

▲アカミノアブラチャン ▲取り木処理
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▲等倍率（約１００倍）で見た柾目（ブナ）

調査研究の背景と目的
　只見町では豊富な森林資源を背景に間伐材を薪エネルギーとして公共施設に活用す
ることで、森林整備と資源の地産地消を同時に進めることが計画されています。本調
査では、只見町の一般家庭における薪材の調達方法および薪の年間消費量を調べ、持
続的な森林資源活用の可能性と化石燃料代替によるＣＯ2削減への貢献について評価
しました。

わかったこと
　町民の方の情報提供による只見町の薪ストーブの利用世帯97戸のうち63戸で聞
き取り調査を行いました。その結果、薪材調達方法は、購入による調達が53％、自
己調達が４7％でした。すべての薪ストーブ利用者は、自身で薪割作業を行っていま
した。また、自己調達のうち伐採から行う人が30％でした。ストーブの種類は、鋳
物が約65％、鋼板が35％でした。薪材樹種は、約67％の世帯が広葉樹、約33
％が針葉樹を主に使用していました。薪の年間利用量は家の大きさやストーブの種類
などの条件で大きく変わりますが、最大約19㎥、最小約2㎥、平均約7．5㎥でした。
　97戸での薪利用量を推定すると、66８㎥/年となり、これを灯油で代替した場
合、年間11８㎘（ドラム缶591本分）と推定できました。これをもとに経済効果
やＣＯ2排出抑制効果を試算しました。また、薪ストーブを利用することによって、
生活の質の向上につながる効果があることもわかりました。

� 大橋 慎太郎（新潟大学農学部）

「只見町における一般家庭の薪エネルギー活用の
� 経済効果とCO2削減効果の評価」

調査研究の背景と目的
　只見町には国指定重要文化財に指定されている民具のほか、指定外の民具が約九千点あり、これらの
保存と利活用が課題となっています。従来の民具研究は、民俗学的な手法で地域の生活文化などを明ら
かにしてきました。本研究では新たなアプローチとして非破壊的な方法で民具に使用されている木材の
樹種を特定し、民具の種類による樹種選択の違いやその理由を明らかにすることで、民具から見た樹木
利用の伝統的知識を歴史生態学的な観点から体系的に整理しようと試みました。これらにより文化財に
指定されていない民具に新たな価値を見出すことができると考えました。

わかったこと
　コウシキ77点、堅杵72点、横杵４3点、カケヤ7点、ヒブセ４８点の合計2４7点の民具の樹種

� 鈴木 海都、土本 俊和、井田 秀行（信州大学）

「只見町の民具の使用木材種：
� 非破壊的方法による樹種同定の試み」

を判別しました。これら樹木は、近辺の山林で入手できる種でした。
また、民具の用途に適した樹木を選択していたこともわかりました。
例えば、除雪に用いられるコウシキには柾目面が滑らかで曲げ強度が
高いブナが9割以上用いられました。また、杵の頭には硬く摩耗に強
いイタヤカエデが、柄には堅く強度のあるキハダが多く用いられてい
ました。
　今後は破壊的な方法も併用する中で樹種判別精度を高めるととも
に、民具を学校教育などの場でも幅広く活用できる可能性を探ってい
く予定です。
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NEWS&FLASH

只
見
線
復
興
の
た
め
に

只
見
線
車
窓
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

地
域
住
民
が
安
心
で
き
る

生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め

只
見
町
の
魅
力
発
信
の
た
め
に

合
同
会
社
メ
ー
デ
ル
リ
ー
フ
が
寄
附

「
ふ
る
さ
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
大
賞
」

マ
ッ
ク
ン
賞
受
賞

福
島
県
に
要
望
書
を
提
出

「
街
ガ
チ
ャ

只
見
町
」発
売

▲合同会社メーデルリーフは、毎年、只見線復興のための
寄附をされています

▲マックン賞を受賞したガイドブック

▲佐藤副知事に要望書を手渡しました

▲皆さんもぜひ回してみてください

　

合
同
会
社
メ
ー
デ
ル
リ
ー
フ
の
酒
井
治

子
さ
ん
、
原
田
郁
子
さ
ん
、
三
瓶
彰
治
さ

ん
、
目
黒
道
人
さ
ん
が
、
２
月
１
日
に
寄

附
の
た
め
に
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は「
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル 

鉄
道
風
景

画
家
松
本
忠
さ
ん 

只
見
線
シ
リ
ー
ズ
」や

「
只
見
線
歴
代
車
両
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
」な

ど
の
只
見
線
応
援
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
て
お

り
、
そ
の
売
上
か
ら
金
９
万
２
，３
１
９

円
を
只
見
線
の
復
興
応
援
の
た
め
町
に
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
は
、
只
見
線
復
興
の

た
め
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

が
主
催
す
る
「
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ア

ワ
ー
ド
２
０
２
３ 

第
11
回
ふ
る
さ
と
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
大
賞
」
に
お
い
て
、
町
が
発

行
し
て
い
る
「
只
見
線
車
窓
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
（
以
下
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
）」
が
「
マ
ッ

ク
ン
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
全
国
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
募
集
し
、
表
彰
す
る
こ
と

で
、
地
域
情
報
発
信
を
支
援
す
る
た
め
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
受
賞
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
只

見
線
全
線
運
転
再
開
後
に
只
見
線
全
線
運

転
再
開
記
念
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
し
て
発
行
さ

れ
た
も
の
で
す
。
配
布
に
つ
い
て
は
、
町

Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
く
か
、

只
見
町
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

で
１
，０
０
０
円
以
上
お
買
上
げ
い
た
だ

い
た
方
に
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

　

県
道
小
林
舘
の
川
線
改
良
促
進
期
成
同

盟
会
は
１
月
18
日
に
、
県
道
小
林
舘
の
川

線
の
冬
期
交
通
の
確
保
や
、
未
改
良
区
間

の
道
路
整
備
に
つ
い
て
、
県
や
県
議
会
に

要
望
し
ま
し
た
。
当
該
路
線
は
、
生
活
路

線
で
あ
る
他
、
災
害
時
の
迂
回
路
な
ど
の

重
要
な
役
割
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
早
期
整

備
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
級
河
川
只
見
川
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
は
２
月
６
日
に
、
整
備
事
業
の

早
期
実
施
や
、
河
川
管
理
の
強
化
な
ど
を

県
と
県
議
会
に
要
望
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
只
見
町
の
観
光
名
所
や
産
品

な
ど
を
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
に
し
た
も
の
を
カ

プ
セ
ル
に
入
れ
た
カ
プ
セ
ル
ト
イ
の
「
街

ガ
チ
ャ
in
只
見
町
」（
以
下
街
ガ
チ
ャ
）
を

２
月
１
日
か
ら
発
売
し
ま
し
た
。

　

カ
プ
セ
ル
に
は
、町
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
「
ブ
ナ
り
ん
」
や
風
習
の
「
火
の
用
心
」

な
ど
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
全
10
種
の
内
１
つ

が
入
っ
て
お
り
、
販
売
を
通
し
て
町
の
魅

力
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

街
ガ
チ
ャ
は
、
町
内
施
設
７
カ
所
（
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
只
見
ス

キ
ー
場
、
た
だ
み
・
ブ
ナ
と
川
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
、
ふ
る
さ
と
館
田
子
倉
、
季
の
郷

湯
ら
里
、
深
沢
温
泉
む
ら
湯
、
森
林
の
分

校
ふ
ざ
わ
）
と
役
場
町
下
庁
舎
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
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ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。　　総務企画課　☎ 82－5210　Fax 82－2117

教育・文化関係表彰　優秀教職員の部
明和小学校主査　舟木希氏　受賞

「想いを継
つ
承
な
ぐ！只見のお米を次世代へ」

只見米ブランド協議会　豊かなむらづくり顕彰　受賞

自主活動で災害義援金を募る
只見中生徒会　能登半島地震災害義援金を贈る

　全国１位相当に活躍をした児童生徒や学習指導などで顕著な功績
を上げた教職員を特別功労者としてたたえる「令和５年度教育・文
化関係表彰」において、舟木希明和小主査が優秀教職員に選ばれま
した。
　舟木希氏は、会計事務の効率化・スリム化によって教職員の多忙
化解消や、保護者が各種補助金を活用する際の負担軽減に努めまし
た。また、県小中学校事務研究会で中心となり、職員の意識と資質
向上に貢献したことなどが認められ、受賞となりました。

　只見中学校の生徒会は、２月９日に
日本赤十字社を通じて、能登半島地震
の災害義援金を贈りました。同日、義
援金を贈ったことを、只見中学校に来
校した町教育長に報告しました。
　生徒会は自主活動として、全校生徒
に義援金をつのり、保護者の協力も得
ながら、義援金３万４，８００円を集
めました。

▲受賞おめでとうございます。

▲受賞報告をした山内征久会長と(有)さんべ農園の三瓶陽太さん

▲義援金を集めた生徒会の皆さん

　只見米ブランド協議会が、「令和５年度豊
かなむらづくり顕彰」を受賞しました。
　只見米ブランド協議会では、安心安全な米
を生産販売する事業や、次世代の子どもたち
に只見町のすばらしさを継承していく事業な
どを行っています。また、町内外の消費者に
只見米の美味しさのＰＲと地産地消に寄与す
る展示即売会「只見米フェス」の開催などを
行っていることなど、地域農業の振興と地域
活性化に大きく貢献していることが受賞につ
ながりました。

【只見米ブランド協議会】
　只見の自然環境を守っていく米作りを継続したい、代々受け継がれてきた米作りの大切さを次世代の子どもたちへ継
承したいという思いを共有する水稲生産者6者（（株）伊南川、（有）さんべ農園、（株）ＲＩＳＥＳＡＰＥＵＲ、馬場由
人、（株）新国農園、（同）ねっか）によって設立されました。
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

鬼は外　福は内　かるがもクラブ　節分イベント

今年は高校生も参加しました
只見町ESD地域成果発表会

保育所でも鬼退治　３保育所で豆まきが行われました

　第９回かるがもクラブは２月２日に開かれ、
６組の親子が参加しました。
　始めに民生児童委員から、節分の由来につい
て解説が行われました。その後、親子のふれあ
い遊びなどをしている所に青鬼が現れ、参加者
は豆に見立てたボールで鬼退治をしました。鬼
に驚き泣き出してしまう子どももいましたが、
なんとか鬼を退治して、最後には節分のお菓子
や果物を貰いました。

　令和５年度只見町ESD地域成果発表会が、２月
１０日に行われ、町内小中学校と只見高校、株式会
社Ｒ

ラ イ ズ サ プ ー ル

ＩSESＡＰEＵＲの目黒大輔氏、森林の分校
ふざわの藤沼航平氏の７組が、ESDを通して発見
した課題やそれに対する対応策、また地域との取り
組みなどについて発表しました。
　今回からは、只見高校生（自然防災班）が初参加し、
総合的な探究の時間を通して学んだ福島・豪雨災害
のことや、今後も襲い来る可能性がある災害に備え
るために何をすべきかなどについて発表しました。
　各発表とも、質疑応答が行われ、発表者、来場者
が共に考えを深めることができました。
　また、会場内には、只見高校生の自然防災班以外
の班の発表も掲示されました。

　町内３保育所は、２月２日に豆まきを行いま
した。先生から保育所児童に節分や豆まきの由
来などの説明が行われた後、お遊戯などをして
いると鬼がやってきました。
　鬼のものすごい迫力に泣き出す児童もいまし
たが、すかさず、豆に見立てたボールを鬼に当
てて、鬼退治をしました。只見保育所では、鬼
退治後、さくら組の児童が各組のお部屋や職員
室などに豆まきをして、邪気を払い、福を呼び
込みました。

▲最後は退治した鬼が戻ってきて記念撮影しました

▲災害での経験を後世に伝えていくことの重要さを伝えた
　只見高校生

▲鬼退治をする子どもたち
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広報ただみ診療所

地域おこし協力隊として Vol.111

飲酒と健康について

只見ユネスコエコパーク推進協力隊　近
こん

藤
どう

　友
ゆう

太
た

　只見町に住み始めて３度目の冬を迎えましたが、今年の冬は暖かく、そして雪が少ない年になってい
ます。思い返すと２０２０年（この頃は栃木県内で働き、週末を只見町で過ごしていました。）の冬も
同じように暖かく、雪の少ない年でした。その年の布沢のおんべの際、ご神木を雪ではなく地面に穴を
掘って立てた記憶が残っています。
　雪が少ないことは暮らす分には楽ですが、こうも雪が少ないとやはり夏の水不足など雪解け以降の影
響を心配してしまいます。豪雪地帯であるがゆえ、雪が否応にも只見町の自然や社会の均衡を保つ役割
を大きく持っていることを日々の生活の中で感じています。
　少し話は変わり、２月上旬の冷え込んだ日の朝、かんじきを履いて３時間ほど堅雪渡りをしてきまし
た。山際の農地や付近の林道を歩いてみましたが、雪の上には多くの動物の足跡が残されていました。
タヌキ、テン、シカ（もしくはカモシカ）、鳥類、特にノウサギは多くの足跡があり、糞も残されてい
ました。今年は雪が少ないとはいえ、冬期間は深く雪に閉ざされる中でよく生き延びていけるものだと
感心します。そして、これらの動物もまた雪の正負それぞれの影響を受けながら命を繋いできているの
だと思います。
　昨今、気候の変化によって農作物の栽培適地や野生動植物の生息適地が変化しているということを見
聞きします。年々感じる気候の変化が只見町の個々の動植物や自然全体に長期的にどのような影響をも
たらすのか気になるところです。ひとまずは継続的に身近な環境を観察していこうと思います。

　朝日診療所医師の山並です。今回は飲酒についてのお話です。皆さんはコロナ禍の間と比べてお酒を
飲む機会は増えましたでしょうか？変わらないでしょうか？
　飲酒の害というと、飲んだ時の問題（酔ってけがをする、酒の上での失敗、二日酔いなど）と身体へ
の長期的な影響やリスクの２種類が考えられますが、今回は後者について触れます。多くの人が思い浮
かべるのはおそらく肝臓への影響でしょう。肝臓は様々な代謝に関わっています。γGTＰなどの肝酵
素が高い「慢性肝臓病」を患っていると、脂質異常症や糖尿病、引いては脳卒中などによる死亡のリス
クが高くなることが最近注目されるようになってきました。さらに、日常的な飲酒量が多い人ほど大腸
がんや乳がんなどのがんの発症リスクも高くなることが以前から知られていて、日本における大腸がん
の４分の１は飲酒に関連したものではないかという試算もあります。
　アルコールは脳に作用します。習慣的に使用しているとすべての人で止めづらくなり、次第に量が増
えがちになります。適正な１日飲酒量は日本酒で１合、ビールで５００ml程度と一般的に言われます
が（体質的に弱い方はより少量）、お酒を減らしたいけどなかなか減らせないという方はアルコールの
脳への薬理学的作用が原因です。そんな人にまずすすめることは、高血圧の人が血圧手帳をつけるよう
に、日々の飲酒量の記録＝飲酒日記をつけてもらうことです。スマホ使用者の方には「うちな～節酒カ
レンダー」（沖縄県作成）といったアプリがあり、面白いので調べてみることをおすすめします。診療
所ではまだ処方例がありませんが、飲酒量を減らす薬というのも登場しており、お悩みの人は医療機関
への相談も一つの手です。お酒は楽しく適量を。

暖かい冬

朝日診療所　医師　山
やま

並
なみ

　寛
ひろ

明
あき
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ただみの文化遺産

た か ら モ
ノ発見！

ただみ・モノとくらしのミュージアム　展示情報
第２回テーマ展「身につける民

モ

具
ノ

」
会期：2024年2月6日（火）～2024年6月16日（日）
場所：ただみ・モノとくらしのミュージアム 展示ホール

入館無料

第1２回
児童文学者 山内秋生　

「白
しら

雪
ゆき

は銀の砂」「銀色の光を残す」峠の雪

　山
やまのうち

内秋
あき

生
お

（1８90・明治
23～1965・昭和４0）
は只見町の二軒在家に生まれ
た児童文学者です。大倉の比

ひ

良
ら

林
ばやし

公園に、「故
ふる

郷
さと

よ　山川
よ　つばめ来るころよ」と刻
まれた文学碑が建てられてい
ます。本名は山

やま

内
うち

千
ち

代
よ

吉
きち

です
が、児童文学者としては山

やまのうち

内
秋
あき

生
お

（秋
しゅうせい

生）と名のりました。
近代児童文学は、明治時代中期の1８90年代は、
作家巖

いわ

谷
や

小
さざ

波
なみ

（1８70～1933）の『こがね丸』
に代表される教訓説話的な「おとぎばなし」の時代
でした。そのころ、山内秋生は小林尋常高等小学校
を卒業し、巖谷小波が編集する児童文学雑誌の『少
年世界』を愛読していました。その縁をたよりに、
小波に手紙を出すと入門が許され、上京して小波の
書生として住み込み、中学校に通いました。その後、
秋生は小説や子ども向けの作品を発表しました。
　秋生は、1912年（大正元）に日本初の児童文
学団体「少年文学研究会」を始め、1922年の「日
本童話協会」、1926年の「童話作家協会」の設
立に参画しました。大正時代の児童文学は、「童話」
と呼ばれ、芸術性豊かな童話と童謡の児童雑誌『赤
い鳥』が創刊されました。秋生の童話は、小波門下
の教訓的な雰囲気を残し、『赤い鳥』への発表はあ
りません。
　その一方で秋生は、「明治大正の童話界」（1927
年）、「日本童話史―明治・大正時代―」（1932年）
の論文や、『日本文学大事典』（1932年）「少年文
学」を執筆し、『小

お

川
がわ

未
み

明
めい

童話全集』（1950年）
を編集しています。現在では、秋生は童話作家より
は近代児童文学の研究者、評論家、編集者としての
業績が評価されています。

　秋生の初の童話集『蛍のお宮』（1925年・大正
1４）を読んでみましょう。

　「ある山
やま

の麓
ふもと

に、大
おお

きなお池
いけ

が
ございました。・・・寂

さび

しい秋
あき

が
すんで、寒

さむ

い冬
ふゆ

が来
き

たら、お池
いけ

の
上
うえ

には水
すい

晶
しょう

のような氷
こおり

が張
は

るだろ
う。その時

とき

降
ふ

り積
つも

る白
しら

雪
ゆき

は、銀
ぎん

の
砂
すな

のようにかたまるだろう。」
� （「赤

あか

い花
はな

の咲
さ

く池
いけ

」）

　「静
しず

子
こ

の生
うま

れたところは、北
ほっ

国
こく

の山
やま

奥
おく

でありまし
た。・・・今

こ

年
とし

もまた春
はる

がきました。三
み

月
つき

も四
よ

月
つき

も
の間

あいだ

降
ふ

り積
つも

った雪
ゆき

が、皮
かわ

をぺろぺろとはぐように、
一
いち

日
にち

々
いち

々
にち

消
き

えて行
い

って、珍
めず

らしくあらわれた地
じ

べた
には、可

か

愛
あい

い片
かた

栗
くり

の花
はな

が咲
さ

きました。たんぽぽが咲
さ

く、げんげが咲
さ

く。こうして、雪
ゆき

は野
の

からふもとへ、
ふもとから山ヘとだんだん追

お

いつめられて、ようや
く北

きた

の峠
とうげ

のいただきに銀
ぎん

色
いろ

の光
ひかり

を残
のこ

すだけになった
頃
ころ

は、野
の

も山
やま

もただ一
いち

面
めん

の花
はな

になっていました。」
� （「夜

よ

明
あ

けの星
ほし

）

　秋生はふるさとの雪と早春の景色を心に浮かべて
書いたのでしょう。只見の美しい自然と風土が、児
童文学者山内秋生を生みました。只見は童話のふる
さとなのです。来年は没後60年になります。

 文：久野俊彦
 写真：原永円香

▲山内秋生の肖像
　（1925年ごろ） ▲『蛍のお宮』

▲『春の野のゆめ』 ▲『月夜のなげき』▲『父のふるさと』
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�

馬
場　

八
智

ふ
る
さ
と
は
雪
祭
り
と
ふ
に
我
は
今
テ
レ
ビ
で
眺
む
大
き
雪
像
を

�

目
黒　

富
子

久
々
に
数
人
集
ひ
そ
れ
ぞ
れ
が
主
役
の
如
く
声
を
張
り
上
ぐ

�

関
谷
登
美
子

浅
雪
に
陽
射
し
あ
た
た
か
福
寿
草
五
輪
の
花
び
ら
輝
き
て
見
ゆ

�
立
花　

奏
音

舞
ひ
踊
る
雪
が
小
さ
な
手
に
溶
け
て「
な
い
な
い
」と
息こ
子
は
顔
し
か
め
を
り

�

新
国
由
紀
子

朝
日
差
す
窓
際
に
置
き
し
爪
と
ぎ
に
若
猫
長
く
の
さ
ば
り
眠
る

�

渡
部
ヨ
リ
子

亡
き
母
の
命
日
忘
れ
元
気
だ
よ
と
言
ひ
訳
し
つ
つ
仏
壇
に
手
合
は
す

�

（
出
詠
順
）

町
民
文
芸

只
見
短
歌
会　
令
和
六
年
二
月
詠
草

只
見
俳
句
会　
二
月
定
例
会�

日
高
俊
平
太　

指
導

�

修　

一

妻
の
手
が
い
き
な
り
ジ
ル
バ
冬
の
雷

い
つ
も
の
医
者
の
い
つ
も
の
笑
顔
春
隣

�

信　

春
昼
の
華
や
ぐ
声
の
古
城
か
な

節
分
の
子
ら
の
歓
声
あ
り
し
頃

�

都　

談
笑
は
暖
炉
を
囲
む
初
句
会

部
活
動
へ
た
へ
た
帰
る
寒
の
雨

�

味
代
子

風
雪
や
一
本
道
を
喪
の
車

ち
ら
ほ
ら
と
少
な
く
な
り
し
年
賀
状

�

一　

恵

学
童
に
お
や
つ
い
た
だ
く
雪
祭
り

籠
を
編
む
蔓
の
手
さ
ば
き
春
兆
す

�

真
理
子

昭
和
の
歌
ひ
と
つ
聞
く
間
に
雪
積
も
り

や
れ
や
れ
と
正
月
四
日
お
粥
食
う

�

睦　

子

白
銀
の
山
遠
く
な
が
め
終
戦
祈
る

寒
む
空
や
か
ら
す
の
群
に
声
を
か
け

�

紺　

青

鳴
く
ご
と
き
音
な
り
吹
雪
あ
り
あ
り
と

初
旅
や
朝
日
橙
色
放
ち

�

礼　

早
春
や
小
流
れ
水
を
あ
ふ
れ
し
む

土
を
踏
む
土
や
わ
ら
か
し
あ
た
た
か
し

�

一　

穂

長
靴
や
曽
孫
五
人
の
色
違
い

地
吹
雪
や
こ
ろ
び
転
び
て
一
年
生
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電話番号

税

今
月
の
納
期

３
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

総務企画課
　総務係　企画係　財政係
 ☎82-5210
町民生活課
　町民税務係 ☎82-5110
　生活安全係 ☎82-5100
保健福祉課
　保　健　係 ☎84-7005
　福　祉　係
　成年後見制度利用促進室
 ☎84-7010
農林建設課
　農　林　係 ☎82-5230
　建　設　係 ☎82-5270
交流推進課
　観光係　商工労働係
 ☎82-5240
　移住交流係
　薪エネルギー推進室
 ☎82-5220
　ユネスコエコパーク推進係

（ただみ・ブナと川のミュージアム内）
 ☎82-5963
会　計　室 ☎82-5120
議会事務局 ☎82-5300
農業委員会 ☎82-5230
教育委員会 ☎82-5320
学校給食センター ☎84-7180
只見保育所 ☎82-2219
朝日保育所 ☎84-2038
明和保育所 ☎86-2249
朝日診療所 ☎84-2221

（歯科） ☎84-2612
こぶし苑 ☎84-2101
只見公民館 ☎82-2141
朝日公民館 ☎84-2111
明和公民館 ☎86-2111

●
農
集
排
使
用
料
（
３
月
分
）

お
知
ら
せ

自
動
車
の
移
転

（
変
更
・
抹
消
）
登
録

只
見
町
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
期
日
前
投
票

　

自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１
日

（
午
前
０
時
）
現
在
の
登
録
名
義
人

で
あ
る
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
の

で
、
自
動
車
の
売
買
や
転
居
等
を
さ

れ
た
場
合
は
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

○
手
放
し
た
自
動
車
の
納
税
通
知
書

が
届
い
た

　

自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１
日

（
午
前
０
時
）現
在
の
登
録
名
義
人
で

あ
る
所
有
者
（
割
賦
販
売
等
で
所
有

権
が
留
保
さ
れ
て
い
る
場
合
は
使
用

者
）
に
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
移
転

や
抹
消
の
手
続
き
を
し
な
い
と
、
も

と
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

自
動
車
を
下
取
り
に
出
し
た
り
、

他
人
に
譲
っ
た
り
し
た
と
き
は
、
必

ず
運
輸
支
局
で
移
転
や
抹
消
の
手
続

き
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
３
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
し
な
い

と
、
翌
年
度
分
の
税
金
が
課
税
さ

れ
ま
す
。

○
転
居
し
て
住
民
票
は
移
し
た
の
に
、

自
動
車
種
別
割
納
税
通
知
書
が
届

か
な
い

　

自
動
車
税
種
別
割
の
納
税
通
知
書

は
、
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る

住
所
（
自
動
車
検
査
証
に
記
載
さ
れ

て
い
る
住
所
）
に
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
住
民
票
の
異
動
だ
け
で
は
新
し

い
住
所
へ
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

転
居
し
た
と
き
は
、
必
ず
運
輸
支

局
で
車
検
証
の
住
所
変
更
の
手
続
き

を
し
ま
し
ょ
う
。

※
３
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
す
る
と
、

新
し
い
住
所
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

○
車
検
切
れ
で
使
用
し
て
い
な
い
自

動
車
に
も
、
自
動
車
税
種
別
割
は

課
税
さ
れ
る

　

車
検
が
切
れ
た
自
動
車
で
も
、
登

録
が
さ
れ
て
い
る
限
り
自
動
車
税
種

別
割
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

壊
れ
て
動
か
な
く
な
っ
た
り
、
使

わ
な
く
な
っ
た
り
し
た
自
動
車
は
、

運
輸
支
局
で
抹
消
の
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

抹
消
さ
れ
た
翌
月
か
ら
、
月
割
で

課
税
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
既
に
年

税
額
を
納
め
て
い
る
場
合
に
は
、
抹

消
し
た
翌
月
以
降
の
税
金
は
還
付
さ

れ
ま
す
。

※
３
月
末
ま
で
に
抹
消
登
録
す
れ
ば
、

翌
年
度
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
先
】

福
島
県
南
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
０
２
４
１
－
62
－
５
２
１
３

※
登
録
に
関
す
る
手
続
き
は
、
運
輸

支
局
や
南
会
津
自
家
用
自
動
車
組

合
、
自
動
車
整
備
工
場
等
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

　

３
月
24
日（
日
）は
只
見
町
議
会
議

員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

投
票
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
用
事

（
仕
事
、
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
、
買
い

物
等
）
が
あ
る
方
は
、
次
の
期
日
前

投
票
所
で
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

入
場
券
を
お
持
ち
の
上
、
お
近
く

の
期
日
前
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。

【
役
場
町
下
庁
舎　

期
日
前
投
票
所
】

○
期
間　

３
月
20
日
㈬
～
23
日
㈯

○
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

【
朝
日
公
民
館　

期
日
前
投
票
所
】及
び

【
明
和
公
民
館　

期
日
前
投
票
所
】

○
期
間　

３
月
20
日
㈬
～
23
日
㈯

○
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

【
問
合
せ
先
】

　

只
見
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
82
－
５
１
３
０

　布沢地区では、一般財団法人自治総合セン
ターが行っている「令和5年度コミュニティ
助成事業」を活用し、布沢公民館にＡＥＤや
エアコン、プリンターなどの備品を整備しま
した。
　この助成事業は、宝くじの受託事業収入を
財源とし、宝くじの社会貢献広報事業の一環
で、町づくりの推進に役立っています。▲助成金で整備したAED

宝くじ助成金で布沢公民館の備品を整備しました
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只見町長　渡部　勇夫

広報ただみ町長室

町長スケジュール〈2月分〉

　1日　メーデルリーフ代表他来庁、南会津地方振
興局長との意見交換

　6日　一級河川只見川河川整備促進期成同盟会福
島県要望（福島市）

　7日　当初予算町長査定、議会総務常任委員会
　８日　南会津地方広域市町村圏組合管理者会、福

島県土地連南会津支部通常総会、南会津地
方町村会総会、南会津地方環境衛生組合管
理者会（南会津町）

　9日　只見ふるさとの雪まつり大雪像引き渡し式、
㈱ニッコクトラスト常務取締役他来庁、
柏市長他と懇談

10日　只見ふるさとの雪まつり開会式
1４日　只見町建設業協会来庁、地域課題検討会
15日　南会津地域人材育成・交流促進連絡会議

（南会津町）、南郷トマト生産組合総会及び
販売額12億円達成祝賀会

16日　青春1８×2君へと続く道試写会（東京都）

19日　議会2月会議
20日　只見川電源流域振興協議会定例総会、奥会

津五町村活性化協議会定例総会（金山町）
21日　只見米ブランド協議会会長他来庁、南会津

農林事務所長との意見交換、只見郵便局長
来庁

22日　㈱シンク社長他来庁
25日　からむし織の里雪まつり（昭和村）
26日　福島県市町村総合事務組合議会定例会、ふ

くしま市町村支援機構理事会、福島県町村
会役員会

27日　福島県町村会総会
2８日　南会津地方環境衛生組合議会定例会（下郷

町）、南会津地方広域市町村圏組合議会定
例会（南会津町）

29日　只見ユネスコエコパーク推進協議会、一般
質問検討庁議、只見町山村教育留学生送別
式

◆
今
年
の
雪
ま
つ
り
は
、
柏
市
の
太
田
市
長
が
只
見
町
に
お
越
し

に
な
り
、
開
会
式
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
典
で
お
祝
い
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
年
柏

市
で
募
集
さ
れ
た
「
只
見
雪
ま
つ
り
ツ
ア
ー
」
の
応
募
が
例
年

よ
り
遥
か
に
多
か
っ
た
と
嬉
し
い
お
話
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
柏
市
ふ
る
さ
と
交
流
協
会
や
、
只
見
町
ふ
る
さ
と
大

使
の
皆
様
に
雪
ま
つ
り
に
参
画
い
た
だ
き
、
新
鮮
で
美
味
し
い

柏
市
産
の
野
菜
販
売
や
紹
介
ブ
ー
ス
の
設
置
な
ど
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
雪
ま
つ
り
を
盛
況
の
中
、

催
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

更
に
、
雪
ま
つ
り
後
の
17
日
に
柏
市
永
楽
台
近
隣
公
園
に
お

い
て
、
永
楽
台
地
域
ふ
る
さ
と
協
議
会
の
主
催
の
も
と
「
只
見

ふ
る
さ
と
の
雪
ま
つ
り
in
永
楽
台
」
が
開
催
さ
れ
、
只
見
町
か

ら
は
４
ｔ
ダ
ン
プ
３
台
分
の
雪
を
運
ん
で
永
楽
台
地
域
の
皆
様

と
共
に
雪
の
す
べ
り
台
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
７
０
０
人
を
超
え
る
子
ど
も
た
ち
が
、
雪
の
す
べ
り

台
を
滑
っ
て
楽
し
む
と
と
も
に
、
か
ま
く
ら
を
作
っ
た
り
、
雪

合
戦
で
地
域
の
３
世
代
交
流
な
ど
も
図
ら
れ
た
と
伺
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
柏
市
で
も
「
只
見
ふ
る
さ
と
の
雪
ま
つ
り
」
を
開
催

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
町
民
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
書
い
て
い
ま
す
。

　

改
め
ま
し
て
、
柏
市
の
益
々
の
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

末
永
く
只
見
町
と
の
交
流
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

あ
と
が
き

転入 ６　転出 ４　出生 １　死亡 １０

令和６年２月１日現在
人　　口　３，６６９（－７）
　 男 　　１，８１６（－３）
　 女 　　１，８５３（－４）
世 帯 数　１，５５７（－６）
高齢化率　　　　４８．９％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

▽
今
年
の
雪
ま
つ
り
は
皆
様
の
お
か

げ
を
も
ち
ま
し
て
、
昨
年
以
上
の
来

場
者
数
を
記
録
し
、
大
盛
況
の
う
ち

無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
も
写
真
を
多
め
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
と
ご
覧
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

▽
行
事
な
ど
で
、
保
育
所
や
小
学
校

に
写
真
を
撮
り
に
行
く
と
、「
カ
メ
ラ

マ
ン
の
人
だ
！
」
と
子
ど
も
た
ち
が

ポ
ー
ズ
を
取
っ
て
く
れ
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
の
素
直
な
姿
が
と
て
も
眩
し

く
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
素
直
な

心
を
持
ち
続
け
て
く
だ
さ
い
。

�

（
小
林
）

（1月26日～2月25日届出分）敬称略

■お誕生おめでとうございます
目黒さくら（女／大地・麻伊）　　只　見
渡部つぐみ（女／一昭・恵美）　　小　川
■おくやみ申し上げます
三　瓶　逸　郎　　81歳　　長　浜
澤　登　コユキ　103歳　　叶　津
吉　津　耕　一　　70歳　　長　浜
菅　家　トモエ　　93歳　　只　見
酒　井　正　則　　73歳　　舘ノ川
八久保　イチノ　103歳　　黒　谷
渡　部　虎　雄　　81歳　　只　見
小　沼　トミエ　100歳　　長　浜
三　瓶　幸　雄　　89歳　　長　浜
酒　井　三　男　　89歳　　只　見
目　黒　晃　平　　92歳　　黒　谷
鈴　木　　　茂　　90歳　　只　見
　家　のり子　　75歳　　黒　谷

馬　場　弘　子　　94歳　　長　浜
藤　田　新　也　　87歳　　只　見
※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

○朝日公民館ではリクエストを随時受付しています。
　読んでみたい本があれば、ぜひリクエストしてください。

朝日公民館

図書紹介
朝日公民館図書室

☎84－2111

★ともぐい

★八月の御所グラウンド

� 【著】河﨑 秋子（新潮社）

� 【著】万城目 学（文藝春秋）

　死に損ねて、かといって
生き損ねて、ならば己は人
間ではない。人間のなりを
しながら、最早違う生き物
だ。明治後期、人里離れた
山中で犬を相棒にひとり狩
猟をして生きていた熊爪は、
ある日、血痕を辿った先で
負傷した男を見つける。男

　女子全国高校駅伝―都大
路にピンチランナーとして
挑む、絶望的に方向音痴な
女子高校生。謎の草野球大
会―借金のカタに、早朝の
御所Gでたまひで杯に参加
する羽目になった大学生。
京都で起きる、幻のような
出会いが生んだドラマとは

は、冬眠していない熊「穴持たず」を追ってい
たと言うが…。人と獣の業と悲哀を織り交ぜた、
理屈なき命の応酬の果ては―令和の熊文学の最
高到達点‼
　第１７０回直木賞受賞作品です！

―人生の、愛しく、ほろ苦い味わいを綴る傑作
２篇。
　第１７０回直木賞受賞作品です！
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※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

℡0241（72）8355

■発行／只見町　〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591-30
■編集／総務企画課総務係　https://www.town.tadami.lg. jp/　☎ 0241（82）5210

　冬に散歩していると、木の枝や幹に付けられた卵のようなものを見かけることがあり
ます。白地に茶色い絵の具でつけられたような模様はなかなかお洒落です。その正体は
イラガと呼ばれるガの繭

まゆ

です。
　イラガは、幼虫の方が人との関わりが多く、印象深い虫かもしれません。様々な樹木
の葉を食べ、果樹や庭木にもよく発生します。また、毒のあるトゲを持ち、触れると激
しく痛みます。夏に羽化した成虫は口（口器）が無く、まさに飲まず食わずで交尾と産
卵を行います。卵は夏のうちに孵

ふ

化
か

し、幼虫は晩秋に繭を作ります。繭の中の幼虫はす
ぐに蛹になるのではなく、幼虫のままトゲを失い、体表面が柔らかくなった状態で越冬
します。この状態を前

ぜん

蛹
よう

といいます。
　イラガの前蛹は非常に寒さに強いことで知られており、－２０℃以下という極めて低
い温度にも耐えます。これは前蛹の体内で作られるグリセリンの働きによって、氷点下
でも凍結を防ぐことで、体の組織が破壊されるのを防いでいます。このようにイラガは
体内で生産される化学物質で厳しい冬を乗り切るのです。寒冷な地域で生き延び、子孫
を残してきた昆虫の進化には驚かされます。

▲イラガの繭
まゆ

� （写真・文 吉岡義雄）

「ただみ・ブナと川のミュージアム」では下記企画展を開催中です。
皆様のお越しをお待ちしております。

企画展アーカイブ・プラス「只見の自然を食べる！」
会期：2023年12月2日（土）～ 2024年4月21日（日）
場所：ただみ・ブナと川のミュージアム　2階ギャラリー

只見町ブナセンターからのお知らせ

イラガ　（学名：Monema flavescens）
【チョウ目イラガ科】
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